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下垂体性小人症および下垂体性小人症の疑いある
患者達においても，メトピロンテストは有意な反応
を示す場合の方が多く，水負荷試験，骨年令対暦年
令比，いずれも下垂体性小人症の診断上有力とはな
り得ない。 
37) 盲IJ甲状腺機能低下症を伴える毛ニリヤ症の 
1例
千葉大小児科。中国益先，中島博徳
千葉大皮膚科岡本昭二，木村英夫
生後間もなくより皮膚粘膜の広汎なカンツダ症に
擢患し 10才頃より頭部顔面に MonilialGranuloma 
を形成した 13才女児例に見られた特発性副甲状腺 
機能低下症の 1例につき報告した。 12才夏に 1回
Carpo・pedalspasmの発現を見た。身長一1.44σ。
骨年令遅延なし。 1Q750 Trouseau現象〈一)0 
Chvostek現象(ー〉。血清 Ca5.2 mg%， P 7.2 
mg%， Alkaline phosphatase 6.3 Bessey-Lowr 
y
Units。骨X線写真上クル病あるいは骨異栄養症を
思わせる所見はなく奇形もない。 PSP正常。濃縮
試験最高 10100 Ellsworth-Howard Test にて
P-clearanceは約 10倍の上昇を見 Tこ。他民爪の著
しい肥厚変形，倭小歯，カンジダによると思われる
ブドウ膜炎が認められた。
カンジダ症に対しては AmphotericinB静注に
より著効を見たが，腎臓，肝臓障害を生じた。副甲
状腺機能低下症に対しては AT-10投与により Ca， 
P値共に正常値に維持されている。なお経過観察
中である。 
38) 小児肥鮮症の統計的研究
千葉大
。倉持正昭，瓜生東一，中島博徳 
近時小児肥貯症に対する関心が高まりつつあり，
種々検索が行なわれている。吾々は当科内分泌外来
は米飯多食，脂肪類を好み，間食が盛んであり，運
動を好まないものが過半数を占めていた。 7)血圧
は120以上が 74%あり， 140以上のものが 2名認
められた。 8)身長年令，骨年令共に歴年令を上廻
るものが多く，栄養が良好なために軽度の Panhy・ 
rismの状態にあるーと考えられる。

質問:吉松彰(墨東病院〉 
  
① 肥貯症の定義においては，身長，脂肪組織の
厚さを考慮に入れるか。 
② 患児の性格の検査は行なったか。

解答:

倉持正昭〈千葉大)

① 肥満症の定義は肥満度で判定した。肥満度に
ついては種々の数式があるが，教室では 現在
現在年令に
体重::~ -7 -=，~&I-I-=- X 100が +20%以上のものと一応おける標準体重 
考えているが，身長が標準より著しく大なるもので 
は 現在体重 X100 
現在身長に対応する年令における標準体重
という式も用いることがある。
②皮下脂肪の多寡を知るには skin caliperが 
普及し，教室でも時比用いている。
③ 患者について心理テストを行なってはいない
が，問診では内気で神経質な子供に多いようである。 
39) 異所性甲状腺性クレチニズムの 3例
千葉大。新美仁男，成瀬 猛
上牧順三，中島博徳
われわれはこ乙 3年聞に 3例の異所性甲状腺によ
るクレチニズムを経験した。初診時年令は割合遅J
く，来院時主訴はいずれも発育障害であり，血族結
婚は認められず，家族歴も異常なし。身長はいずれ
も-2.58σ以下で UjL比は infantileであった。
検査成績では，貧血があり血清コレステロ-)レは高
いものも正常のものもあった。甲状腺機能検査では
を訪れた単純性肥貯症の患児につき統計的に検討毛血清 PB1，日1_triiodothyronine赤血球または
し，次の結果を得た。 1)昭和 39年 2月より 40年 10 Resin摂取率は低値を示し，骨年令は著明に遅れて
月までの患者総数 332名中本症は 44名 (13.3%)，
男児 28名，女児 16名で約半数民濃厚な遺伝関係を
認めた。 2)生下時体重は対照と有意の差がなかっ
た。 3)母乳栄養児に多く，人工栄養による肥りす
ぎとの関係は認められなかった。 4)末子， 1人つ
子氏多かった。 5)肥り始めの時期は欧米の統計で
は2才以下および 6才以上rcpeakがあるのと異 
なり， 4.，6才に peakが認められた。 6)食餌l昏好
いたが，知能指数は正常に近いものもあったo 1311 
甲状腺摂取率は，正常位では殆んど countせず，
甲状腺シンチグラム lとより 3例共舌根部と思われる
位置に 1311の集積を認め， TSH によって乙の部
の 1311摂取率は増加することから異所性の甲状腺
と考えられた。第 1例は Triiodothyronineで，第
2例および第 3例は Thyroxineで治療を開始した
が，いずれも良好な結果を得ている。
